
 沿革の大要 
 

明治 ７年 ５月 （鳥越如法寺を借りて鳥越学校を設置。） 

８年 １１月 金沢接引寺を借りて金沢学校を設置。【１１月１６日 創立記念日元年】 

１２年 ５月 （福田村覚性院を借りて福田学校を設置。） 

１３年 ６月 金沢学校を日新学校と改称し、校舎を現在地に移転。 

１４年  鳥越村休場に鳥越学校の分校を設置。 

２０年  日新学校山屋学校を統合し金沢尋常小学校と改称。 

２５年  鳥越・福田両学校をそれぞれ尋常小学校に改称。 

３６年 ３月 ３校を統合し日新尋常小学校とする。 

大正 ８年  柏木山分教場を開設。 

昭和 元年  小学校内に日新青年訓練所を開設。 

１０年  文部省令により日新青年訓練所を日新青年学校に改称。 

１６年  日新尋常小学校を日新尋常高等小学校と日新国民学校に改称。 

１９年  日新青年学校を独立させ専任校長を置く。 

２０年 ８月 終戦 

２２年  最上郡学校組合立日新小学校と改称。 

２３年  休場分校常設となる。 

２４年 ４月 新庄市立日新小学校と改称。 

３０年 ７月 学校火災のため、校舎のほとんどを全焼。 

３１年 １０月 新校舎完成。校歌制定。 

４１年 ３月 学校創立９０周年記念事業実施。本校 PTA文部大臣賞受賞。 

４２年  休場分校閉校。 

４５年  統計教育１年次研究発表公開。 

４６年 １月 給食室完成。完全給食開始。 

５０年  特別教室増築。創立１００周年記念事業実施。（１１月） 

５３年  鉄筋鉄骨３階建校舎増築。 

５４年  最上学園分校廃止、県立新庄養護学校へ移管。 

５８年  プール新設。 

６０年 １１月 学校創立１１０周年記念事業実施。 

平成 元年 １０月 トイレ水洗に改修。 

３年  ＰＴＡで実のなる木を植樹。 

５年 １２月 日新小学校全面改築推進委員会を設立。  

６年 １０月 統計グラフコンクール最優秀学校賞受賞。 

７年 １１月 学校創立１２０周年記念事業実施。 

８年 ３月 新校舎基本設計完成。  

１０年 ３月 新校舎実施設計完成。  

同 年 ３月 柏木山分校閉校（平成１０年３月３１日付） 閉校式３月２９日挙行。 

１１年 １２月 新校舎管理棟・教室棟完成（１２月２０日）。 

１２年 １月 新校舎入校式（１月１３日）。旧校舎解体。（３月） 

１３年 ３月 新屋内運動場完成（３月９日）旧屋内運動場解体。（３月） 

同 年 ９月 新屋外運動場完成（９月２１日）。新校舎落成記念式典（９月２９日） 

１４年 １１月 自主公開研究発表会（１１月１９日）  

１６年 １１月 学力向上フロンティアスクール自主公開研究発表会（１１月１９日） 

１７年 １０月 統計グラフコンクール最優秀学校賞受賞。 

同 年 １１月 学校創立１３０周年記念事業実施。 

１８年 ２月 新庄市奨励賞受賞。 

同 年 ４月 角沢小学校と統合。 

１９年 １１月 学力向上拠点形成事業推進校自主公開研究発表会（１１月３０日） 

２０年 ４月 新庄市小中一貫教育実践研究指定校に委嘱。 

２１年 １１月 新庄市小中一貫教育実践研究公開研究発表会（１１月２０日） 

２２年 １０月 学校創立１３５周年事業実施。地区算数数学研究協議会公開発表 

同 年 ６月 図書システム導入、データ管理化開始。  

２３年 ４月 「授業改善プロジェクト」研究指定校に委嘱 

  「読書活動推進プロジェクト」研究指定校に委嘱 

２５年 １１月 山形県図書館教育研究発表大会会場校 

２６年 ４月 子どもの読書活動優秀実践校 文部科学大臣表彰受賞 

２７年 １０月  山形県交通安全連絡協議会 優秀学校表彰 

同 年 １１月  学校創立１４０周年記念事業実施 


